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1 ．背景：大学教育におけるアクティブ・ラーニング
　2012年 8 月28日、文部科学省中央教育審議会（中教審）において、答申「新
たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて～生涯学び続け、主体的に
考える力を育成する大学へ～」が取りまとめられた。この「質的転換答申」は、
「予測困難な時代において、地域社会や産業界は、今後の変化に対応するため
の基礎力と将来に活路を見いだす原動力として、有為な人材の育成や未来を担
う学術研究の発展を切望している」と述べた上で、大学教員による一方的な講
義・解説を中心とする「受動的な学修」から、学生自身が自ら主体的に学ぶ「能
動的な学修」へと、学士課程教育の質的転換が必要であることを説いている。
その背景にあるのは、「我が国の大学生の学修時間が諸外国の学生と比べて著
しく短いという現実」であり、さらには「知識を基盤とする経営の進展、労働
市場や就業状況の流動化、情報流通の加速化や価値観の急速な変化などが伴い、
個人にとっても社会にとっても将来の予測が困難な時代が到来しつつある」と
いう時代認識である。これに対して答申は、「生涯にわたって学び続ける力、
主体的に考える力を持った人材」を育成することを目的として、「学生が主体
的に問題を発見し、解を見いだしていく能動的学修（アクティブ・ラーニング）
への転換が必要である」と指摘している。「アクティブ・ラーニング」という
用語は、答申の中で以下のように定義されている。
【アクティブ・ラーニング】
教員による一方向的な講義形式の教育とは異なり、学修者の能動的な学修へ
の参加を取り入れた教授・学習法の総称。学修者が能動的に学修することに
よって、認知的、倫理的、社会的能力、教養、知識、経験を含めた汎用的能
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力の育成を図る。発見学習、問題解決学習、体験学習、調査学習等が含まれ
るが、教室内でのグループ・ディスカッション、ディベート、グループ・ワー
ク等も有効なアクティブ・ラーニングの方法である。（p.37）
　「質的転換答申」以降、大学教育の現場にアクティブ・ラーニングが積極的
に導入されるようになった。その 2年後には小中高の学習指導要領の見直しの
中にも「アクティブ・ラーニング」の言葉が登場し、さらにアクティブ・ラー
ニングに関する実用書やノウハウ本が盛んに出版されるなど、今日もなお一種
の社会的なブームを形成していると言える。
　このような状況を背景として、本稿では、筆者が専修大学文学部日本語学科
において担当している講義「日本語の語彙・意味」の中で、アクティブ・ラー
ニングに基づいた学習活動をどのように展開しているかについて報告する。特
に「語の意味記述」という学習活動に焦点を当て、学生同士のグループワーク
とディスカッション、意味記述の取りまとめ、結果のプレゼンテーションと全
体での共有など、アクティブ・ラーニングの考え方に基づいて実践している活
動内容とその教育的な有効性について、実例を交えながら示す。
２ ．講義の目的と講義計画
２．1　講義の目標
　本稿では、2016・2017年度の後期に実施した講義「日本語の語彙・意味 2」
での実践例をもとに論じる。この講義で取り上げるのは、意味論（semantics）
である。言葉の意味を研究対象とする意味論には、古来、多くの分析方法・ア
プローチがあるが、ここでは「語の意味をどのように記述するか」という側面
に焦点を当てる。ただし、オントロジーのように形式的な概念体系を記述する
方向ではなく、国語辞典における意味記述のように、人間（母語話者、学習者）
が読んでその語の意味を理解するための意味記述、という立場を取る。
　シラバスの「到達目標」および「講義概要」は、次のように設定した。
到達目標：語の意味を客観的に捉えて、分析・記述する能力を身につける。
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複数の「国語辞典」を比較し、語の意味記述のあり方を検討する。
講義概要：「甘い」という語の意味を、あなたはどのように説明しますか。「か
ける」という語には、どのような意味があるでしょうか。「つかむ」
と「握る」という 2つの語の意味は、どのように違うのでしょう
か。この授業では、語彙論および意味論の応用として、語の意味
記述について学びます。語の意味をどのように捉えるか、類義語
の意味の違いをどのように捉えるか、などの問題を、実習を通し
て体験していきます。また、複数の「国語辞典」を比較・検討し、
各辞典がどのような語釈を載せているかを分析します。
　本講義の目標は、語の意味を意識的に把握すること、多義語の意味の広がり
を網羅的に記述すること、類義語の意味的な違いに気付くことなど、普段は意
識しない「語の意味」を客観的に捉える視野および発想力を身につけることで
ある。この背景には、本講義を受講した学生が、将来、国語教諭・日本語教員
になったときに、即戦力として使える語彙論・意味論の知識や、授業で使える
クラス活動のアイディアを教授するという狙いもある。
　なお、2017年度後期「日本語の語彙・意味 2」は、履修者が108名、コンス
タントに授業に出席している受講者は80名程度、という規模であった。アクティ
ブ・ラーニングを実施するにはいささか多すぎる人数であるが、ティーチング・
アシスタントの助力を得つつ、大人数の受講者にできる限り目が届くよう努め
た。
２．２　講義計画
　本講義は、後期・全15回の構成である。講義計画（シラバス）は図 1に示す
とおりである。なお、本講義の受講生には、前期の講義「日本語の語彙・意味
1」の中で、語彙論の基礎的な知識を導入してある。
　講義計画には明示していないが、本講義は大きく 3部構成にしてある。次節
では、それぞれの学習活動の内容・方法について、具体例を交えながら示す。
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3 ． 学習活動の流れ
　3．1　第 1 部：「語の意味記述」の導入
　第 1部は、講義計画の、第 1回から第 4回までである。ここでは、本講義の
導入として、語の意味記述の難しさと面白さに気付かせることを狙いとする。
　初回のガイダンスでは、語には意味が結びついていること、複数の意味を持
つ語を多義語と呼ぶこと、語と意味の対応関係を語の50音順に排列・記述した
ものを「国語辞典」と呼ぶこと、などの基礎事項を説明した上で、多くの出版
社からさまざまな国語辞典が出版されていることを、実物とともに示す。
　さらに、国語辞典において語の意味がどのように記述されているかを例示す
る。最初に「明るい」という形容詞を使った例文を受講者に 5例ずつ作らせ、
それぞれの意味を簡単に記述させた上で、国語辞典における「明るい」の意味
記述を提示する。図 2に示すのは、『大辞林』に掲載されている「明るい」の
意味記述である（一部抜粋）。この段階では、大半の受講者は「明るい」のす
べての意味を挙げることはできず、「あ、その意味もあったか」という発見を
得る。このような、「よく知っている簡単な語なのに、その意味をうまく説明
しきれない」という体験を通して、語の意味を考えることの難しさと面白さに
対する気付きを促す。
　ここまで導入できたら、受講者を 4～ 5人のグループに分け、見よう見まね
で語の意味記述を経験させてみる。手順としては、「甘い」という形容詞を含
1．ガイダンス：国語辞典とは何か 2．実践：語の意味記述（ 1）
3．実践：語の意味記述（ 2） 4．実践：語の意味記述（ 3）
5．意味記述の方法 6．国語辞典はどう作られるか
7．国語辞典の種類と特性 8．実践：語の意味記述（ 4）
9．実践：語の意味記述（ 5） 10．実践：語の意味記述（ 6）
11．類義語の意味分析 12．実践：類義語の意味記述（ 1）
13．実践：類義語の意味記述（ 2） 14．国語辞典のこれから
15．総括
図 1 　「日本語の語彙・意味 ２ 」の講義計画（半期、15回）
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む20の例文を印刷したプリントを配布した上で、その意味の違いによって例文
をいくつかのカテゴリに分類させ、それぞれの意味をどのように記述すべきか、
グループディスカッションにより議論させる。各グループで検討した意味記述
の結果は、 1枚のワークシートに取りまとめて提出させる。
　各グループによる意味記述の結果を集約したプリントを作成し、次回の講義
で全体に配布する。その上で、グループごとに教壇に立たせ、意味記述の結果
や工夫した点、難しかった点などを発表させる。そこに教員からコメントを
フィードバックすることにより、それぞれの長所と改善点を受講者全体で共有
する。この学習活動の詳細については、 4節で示す。
　3．２　第 ２ 部：国語辞典の編纂方針と、「語の意味記述」の発展
　第 2部は、第 5回から第10回までである。ここでは、国語辞典での意味記述
の方法、国語辞典の編纂過程、国語辞典の種類と特性について講義を行なう。
　最初に、国語辞典はそれぞれ編纂方針が異なること、それによって収録する
語の範囲や意味記述の方法が大きく異なることなどを説明する。図 3に示すの
は、『岩波国語辞典』『三省堂国語辞典』の冒頭にある序文である。ここから、
各国語辞典は独自の方針を持っており、それぞれ目指す方向が大きく違ってい
ることを理解させる。
　国語辞典によって性格が異なることをさらに具体的に理解させるために、複
数の国語辞典で同じ語を引き比べ、意味記述の中身がそれぞれ大きく異なるこ
とを示す。以下に挙げるのは、『岩波国語辞典』と『三省堂国語辞典』におけ
あかる・い【明るい】
1 ．光が十分にある状態である。また、そのように感じられる状態である。
2．色が澄んでいる。黒や灰色などがまじらず鮮やかである。彩度が高い。
3．人の性格や表情、またかもし出す雰囲気などが、朗らかな感じを与える。楽しそうだ。
4．物事の行われ方に、不正や後ろ暗いところがない。公正だ。公明だ。
5．未来のことに対して、希望をもつことができる状態である。
6．（「...にあかるい」の形で）その物事についてよく知っている。精通している。くわしい。
図 ２ 　「明るい」の意味記述の例（『大辞林』）
30　専修国文　第103号
る形容詞「やばい」の意味記述である（一部抜粋）。この比較から、『岩波国語
辞典』が規範的な姿勢を重視した辞典である一方、『三省堂国語辞典』は新語
を積極的に取り入れる辞典であるという性格の違いが読み取れる。
　このように国語辞典を引き比べた結果をもとに、語の意味記述には唯一の正
解が存在するわけではないこと、辞典編纂者の言語観によって意味の捉え方や
記述の仕方が大きく異なり得ることを説明する。
　以上を教示した上で、語の意味記述の 2回目を実施する。今回の課題として
「前」「切る」という 2語を提示し、初回とは異なるグループに分けて、それぞ
れの語の意味をどのように記述すべきか、グループワークで議論をさせる。今
回は教員側から例文を与えることはせず、各自で例文を挙げるところから始め
この辞書が視野に収めるのは過去百年の（一時的流行ではない）言葉の群れである。
それゆえごく最近の新語・俗用にはかなり保守的な態度となる。
（『岩波国語辞典』）
収めることばの範囲は、日常の生活用語を中核として、文学・評論用語、報道・放送
用語、自分・社会・自然科学各分野の用語、さては俗語・新語に至るさまざまな方面
に及んでいます。こうして、本書は、現代日本語の姿を忠実に、また、全面的に反映
した辞書となっております。
（『三省堂国語辞典』）
図 3 　『岩波国語辞典』『三省堂国語辞典』の序文
やば-い（形）〔俗〕危険や悪いことが起こりそうな形勢だ。あぶない。「─仕事」「み
つかると─」▽品の無い言い方。ならず者の隠語から。近年は「すごい」の意味でも
使う。
図 4 　『岩波国語辞典』における「やばい」の意味記述
やば・い（形）〔俗〕（ 1）あぶない。「─仕事・─、警察が来るぞ」（ 2）まずい。だめ。
「そのやり方では─」（ 3）すばらしい、むちゅうになりそうであぶない。「今度の新車
は─」（ 4）〔程度が〕大きい。「教科書の量が─・─〔＝すごく〕おいしいよ」▽〔（ 3）
は一九八〇年代から例があり、二十一世紀になって広まった言い方。（ 4）はそのあと
に広まった〕
図 5 　『三省堂国語辞典』における「やばい」の意味記述
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させる。各自が考えた例文をグループ内で検討し、同じ意味を持つと考えられ
る例をまとめて、その意味を記述させる。あとは前回と同じように、各グルー
プの意味記述の結果を集約したプリントを配布し、グループごとに工夫した点
や難しかった点などを発表させる。この活動により、初回よりも改善・洗練さ
れた意味記述ができるようになったことを確認する。
　3．3　第 3 部：「類義語の意味記述」
　第 3部は、第11回から第15回までである。ここでは、語の意味記述の発展・
応用として、類義語の意味分析を行なう。
　最初に、「新しい」と「新たな」、「なでる」と「さする」と「こする」、「中央」
と「中心」と「真ん中」、「くるくる」と「ぐるぐる」などの類義語のペアを示
し、その意味の違いについて考えさせる。例えば、「新しいアイディア」と「新
たなアイディア」、「頭をなでる」と「腰をさする」と「床をこする」など、各
類義語の意味の違いが浮き彫りになるような例文のペアを考えさせ、類義語の
意味の違いを意識化できるように誘導する。表 1に示すのは、『類語使い分け
辞典』における、「中央・中心・真ん中」の使い分けに関する記述である（一
部抜粋）。このような一覧を作らせることで、類義語それぞれの意味を意識的
に把握できるように促す。
　以上を教示した上で、類義語の意味記述をグループワークにより実施する。
課題として、先に示した類義語のペアに加え、「あがる」と「のぼる」、「ひらく」
と「あける」、「すごい」と「ひどい」と「激しい」などを示し、そのうち 3組
を選ばせる。各類義語の意味の違いがうまく浮き彫りになるよう注意を促し、
ディスカッションの上、各語の意味を記述させる。各グループの記述結果を集
表 1 　「中央・中心・真ん中」の使い分け（『類語使い分け辞典』）
表現例 中央 中心 真ん中
広場の─にある噴水 ○ ○ ○
一国の経済の─となる都市 ○
私は三人兄弟の─だ ○
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約したプリントを配布し、類義語としての意味の異同について、全体の前でグ
ループ発表させる。
　その後、国語辞典の現状と今後の可能性について講義をする。特に、電子辞
書をめぐる近年の状況を紹介し、その検索の利便性や、メンテナンス・アップ
デートの容易性、逆に「隣にある語」をすぐに読むことができないという制約
など、電子辞書の特性について論じる。最後に、語の意味記述に関する総まと
めと、半年間の振り返りをして、講義を総括する。
4 ．「語の意味記述」の実践
　4．1　文脈付きの例文
　本節では、講義の第 1部で実施したグループワーク、すなわち初回の「語の
意味記述」の学習活動について、具体例とともにその詳細を述べる。
　前述したように、初回のグループワークでは、「甘い」という形容詞を含む
20の例文を印刷したプリントを最初に配布する。プリントの冒頭には、
問題：1.～20.の「甘い」を、意味によって分類すると、いくつのカテゴリ
に分かれるか、考えなさい。また、それぞれのカテゴリに共通する「甘い」
の意味を記述しなさい。
という設問が記してある。受講者は、前後の文脈を確認しながら、それぞれの
「甘い」がどのような意味を表わしているかを考え、例文を複数のカテゴリに
分類していくことになる。さらに、カテゴリごとに短い例文を添えるよう、口
頭で指示する。
　ここで配布する「甘い」を含む例文は、現代日本語のさまざまな書き言葉を
1億語収録した『現代日本語書き言葉均衡コーパス』（BCCWJ）の中から、「甘
い」という文字列を検索し、そこからランダムに20件を取得したものである。「甘
い」を中心に置き、前後の文脈それぞれ40文字ずつを付与した形式（KWIC形
式）のデータを準備した。20の例文の一覧を、以下に示す。紙幅の都合で、こ
こでは前後の文脈を30文字ずつに制限してある。
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1 ．を押さえつけることぐらいしかなかった。謀略の世界は、それほど甘い
所ではなかったのである。　それでも、元憲兵大尉だった上に、大
2．レクション。チョコの香りのグロスとシアーなクリームシャドウで甘い
恋到来？（ 1月29日発売予定）お試し隊員No. 1 ：蒲沼みほ 3
3 ．厚ミルクがいっぱい♪昨日は濃厚ミルクを使いましたが、ミルクの甘い
香りで癒されました～～（≧▼≦）ブラン270ブライダルサボン
4．る着こなしが好き。Ｇジャンタイプの、このジャケットがあれば、甘い
着こなしにキレを＋できそう！ミディ丈のイレギュラーヘムスカー
5．ごくごく限られた人間で、それを公表すると彼らだけが握っている甘い
利権構造が白日のもとに晒される危険性があるからだ。　そんなト
6．に火をつけた。　インドネシア特産のチョウジ入り煙草、ガラムの甘い
匂いがあたりに漂う。　「なんか変やなあ」　スコップを入れるガ
7．負に打って出ようというのですから、アメリカの子分である日本に甘い
顔を見せるはずがありませんからね。　ですから、仮にもし14日
8 ．かとの試金石のために（笑）。　そして「甘い物マスター」改め「甘い
物マイスター」として最近気になる「東京駅土産」を買いました。
9．彩色された輪廓が水面に印されることもあった。　私は儚いような甘い
感傷に陥っていた。このときのことが、私には何時か「遠花火」と
10．粒子の問題。ディーゼル車からも排出されるが、最近は環境対策の甘い
中国から大量に放出されている。この微粒子は大気中の水蒸気（よ
11．「大丈夫だ」彼は囁いた。鼻腔に亜美の髪の毛の匂いが拡がった。甘い
林檎の香りだった。　「何もかもうまくいくさ」　亜美は小刻みに
12．5 ページ15北欧の薫りを丸ヨーク模様で清楚でシックなグレーが甘い雰
囲気を醸し出す丸ヨークのセーターはフェアアイル風のあみ込み
13．安打の大当たりでチームを引っ張った。　興南は糸満の松田裕治の甘い
球を見逃さず、初回に 4連打を含む 6安打を集中し 6点を挙げ主導
14．大学三年生、吉田クンの声。なんと、吉田クンもその連れの長身の甘い
マスクの二枚目も、二人揃ってバリッとダブルのスーツで決めてい
15．ハサミが面白いと思われます。右上は白からａなどの余地があって甘い。
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だから黒 1・ 3で、右辺に十分な幅をもたせたいのです。【参考
16．者の方々は何とも思わないのか気になりました。無認可だと規則も甘い
ものなのでしょうか？無認可だから、認可だから、金髪だから、黒
17．てきました。これは本当に嬉しかった。私はお酒よりも、こうした甘い
ものに目がありません。　これで、 2月10日には、70キロにな
18．ルアイテムに及ぶ。小ぶりの柄づけなのでいやみがなく、ほどよく甘い
セクシー感を演出してくれる。ハート柄のキャミソール￥12，0
19．けと七本の水仙をあげるよ。」とうたうフォークソングには珍しい甘い
ラブソングです。この曲を知ってから、水仙の花が大好きになって
20．、相手の弱点を攻めることである。それは討論でも同じで、論理が甘い
部分や情報量が少ないところを指摘して、相手を窮地に追い込むこ
　4．２　グループワークによる意味記述の結果
　以下では、グループワークの結果として提出された意味記述の具体例を取り
上げ、そこでどのようなカテゴリ分けがされているかを検討する。
　作業をしている間、各グループから最も多く聞かれた感想は、全体をいくつ
のカテゴリに分ければよいかが難しい、というものであった。各国語辞典の記
述を見ても、いくつのカテゴリ（ブランチ、語義区分）を立てるかは辞典ごと
に異なっており、正解があるものではない。意味記述を考える上で、ここが一
番の工夫のしどころと言ってもよい。比較的カテゴリ数の少ない形で提出され
たものに、以下の（A）（B）のような例があった。
　（A）（B）ともに同じ例文番号を同じ 3つのカテゴリに配置しており、発想
としては一致している。ただし、（A）の意味記述はかなり粗く、「甘い」の細
（A）
1．糖質を感じる味覚または嗅覚→3,6,8,11,17
2 ．魅惑的な雰囲気→2,4,9,12,14,18,19
3 ．完璧でない、完全でない、厳密さに欠ける→1,5,7,10,13,15,16,20
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かな意味・ニュアンスまでが表現できているとは言い難い。（B）の意味記述
は（A）よりも細かく具体的で、例文も示されている点で、評価できると言え
る。
　一方、比較的カテゴリ数の多い例として、（C）（D）のようなものがあった。
　（A）（B）のブランチ1.で一括されていた味覚で感じる甘さと嗅覚で感じる
甘さが、（C）では区別されている。また、（A）（B）で「魅惑的」として一括
されていたブランチ2.が（C）では二分され、さらに例文5.の「甘い利権構造」
（B）
1．味、香り、糖度が高い、糖分、蜜の味。例）コーヒーに砂糖を入れ過
ぎて甘くなった。→3,6,8,11,17
2 ．柔らかい、雰囲気、魅惑的、優しい、ロマンチック。例）甘い言葉→2,
4,9,12,14,18,19
3 ．隙がある、程度が軽い、ゆるい、相手に対して有利になっている、弱い。
例）詰めが甘い、考えが甘い。→1,5,7,10,13,15,16,20
（C）
1．味覚で感じるもの。砂糖のような味。例：甘いハチミツがある。→8,
17
2 ．嗅覚で感じるもの。砂糖を連想させるにおい。例：ケーキ屋から甘い
香りがする。→3,6,11
3 ．（視覚的に）かわいらしい。例：甘い色使いの服だ。→4,12,14,18
4 ．ロマンチックな雰囲気。例：恋人の甘い空気がただよっていた。→2,9,
19
5 ．厳しくない。スキがあってゆるい。例：自分の考えが甘かった。→1,7,
10,13,15,16,20
6 ．利益がもたらされる。例：天下りで甘い汁をすう。→5
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という例が単独で切り離されている。次の（D）はカテゴリ数が最も多かった
例であり、（C）のブランチ5.がさらに細分化されている。ただし、意味記述と
しては表現が粗く、アドホックに分類したような印象を受ける。また、例文も
示されていない。
　以下に示す（E）は、簡潔かつ的確な意味記述、カテゴリ分け、例文の提示
という点で、バランスの取れた記述となっており、比較的高く評価できる。
（D）
1．味覚、糖分の味→8,17
2 ．いいにおい、好ましく感じる、嗅覚→3,6,11
3 ．視覚、かわいらしい、女性らしい→4,12,14,18
4 ．感情、心情の表現→2,9,19
5 ．やさしい→1,7
6 ．マイナス、できてない、おこたっている→10
7 ．ゆるい、すきがある→13,16,20
8 ．あまっている→15
9 ．魅力的なもの→5
（E）
1．糖分を思わせるような味。ex.このチョコレートは甘い。→8,17
2 ．糖分を思わせるような香り。花のような香り。ex.甘い香水をつける。
→3,6,11
3 ．かわいらしい様子。ex.服装を甘めに仕上げる。→4,12,18
4 ．見た目が整っている。ex.甘い顔の美少女。→14
5 ．うっとりするような。ex.甘い時間を過ごす。→2,9,19
6 ．厳しくない。優しい。ex.父は娘に甘い。→1,5,7,10,16
7 ．ものごとが不完全である様子。ex.詰めが甘い。→13,15,20
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　4．3　国語辞典における意味記述
　では、各国語辞典において、「甘い」にはどのような意味記述が与えられて
いるのだろうか。以下では、『明鏡国語辞典』『大辞泉』における「甘い」の意
味記述を引用する。
　『明鏡国語辞典』は11のブランチを立てており、全体がフラットな構造になっ
ている。このうち、ブランチ2.、7.、8.、9.、11.は、配布した20の例文の中には
出現しなかった意味であり、当然、グループワークには反映されていない。
　次に『大辞泉』は、大きく 8つのブランチを立て、さらに 2つのサブブラン
チを設けている点で、立体的な構造を作っていると言える。味覚に関する意味
を1.～3.に分けた上で、「味覚以外の感覚に転じて」というカテゴリとして、4.を
詳しく記述している。特に、（ 4）の（オ）は『明鏡国語辞典』には見られなかっ
た記述であり、20の例文のうち、4.、12.、19.の意味に該当すると見てよい。ファッ
ションという文脈の中で「甘い」が担う意味を的確に表わした記述と言える。
あま・い【甘い】〔形〕
1．食物に砂糖や蜜のような味を感じる。「このパイは─」
2．食物に（砂糖っけが多く）塩けや辛みの刺激が少ないと感じる。からくない。「今
朝のみそ汁は僕には─」
3．においが糖分を思わせるようで快い。甘美だ。「ユリの香りは─」
4．〔多く連体形で〕心がとろけるように快い。また、愛情こまやかにうちとけている。
甘美だ。「─感傷にふける」「─マスクの俳優」
5．採点や規制が厳しさに欠けるさま。「生徒に対する採点が─」「─顔をする」▽一
般に、上位者の下位者に対する態度に言う。
6．物事に対する判断や見通しが安易で、厳しさに欠けるさま。「考え方が─」
7．〈「─.くない」の形で〉あなどりがたく厳しい。「現実は─.くない」
8．しっかりとひきしまらず、十分に機能しない。「ドアのねじが─」
9．刃物の切れ味が鈍い。「切れ味が─」
10．守りがゆるやかで、すきがある。また、攻撃が厳しさを欠いて手ぬるい。「ガード
が─」
11．株価の動きが鈍く低落ぎみだ。「相場が─」
図 6 　『明鏡国語辞典』における「甘い」の意味記述
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　4.4　プレゼンテーションとフィードバック、検証
　グループワークの終了後、意味記述の結果を集約したプリントを作成して配
布する。そのプリントをもとに、グループごとに教室の前に出て、意味記述の
結果や工夫した点、難しかった点、感想などをプレゼンテーションさせる。こ
れによって、各グループの意味記述を全体で共有・評価する時間を確保する。
　プレゼンテーションの中で最も多く聞かれる感想は、前述の通り、全体をい
くつのカテゴリに分ければよいかが難しかった、というものである。これに対
して教員側から、意味記述の際のカテゴリ分けに唯一の正解はない、と前置き
した上で、（A）（B）のような分け方では粒度が粗すぎるので、サブブランチ
を設けてさらに細かく分けること、逆に（C）のようにアドホックな分け方に
ならないように注意することなどを進言する。さらに、グループごとに長所や
改善点などをフィードバックする。
　全体のプレゼンテーションが終了したら、4．3節で示した国語辞典での意味
記述をプリントで配布し、グループ内で自分たちの意味記述と比較・検討させ
あま・い【甘い】［形］［文］あま・し［ク］
1．砂糖や蜜のような味である。「あっちの水は苦いぞ、こっちの水は─・いぞ」
2．塩けが少ない。辛くない。「味つけが幾分─・かったようだ」⇔辛い。
3．口当たりが穏やかで、刺激が少ない。酒の味などにいう。「─・いワイン」⇔辛い。
4．（味覚以外の感覚に転じて）
　　（ア）蜜のようなにおいがする。「香水の─・い香り」
　　（イ）話しぶりが巧みで、人をたぶらかすさま。うまい。「─・い言葉で誘う」
　　（ウ）心地よくうっとりさせるさま。「─・い声で囁く」「─・いマスクの男」
　　（エ）男女の仲がよく、幸せそうなさま。「─・い新婚生活」
　　（オ）ファッションで、リボンやフリル、パステルカラーなどを用いて少女風のか
わいらしさを強調しているさま。「─・い服を着こなす」
5．（ア）厳しさに欠けているさま。また、くみしやすいさま。「子供に─・い親」
　　（イ）評価の基準が厳格でない。「─・い採点」⇔辛い。
　　（ウ）しっかりした心構えができていない。「そんな─・い考えでは世間は渡れない」
6．楽しく、快いさま。「酸いも─・いも噛み分ける」
7．物事の機能が本来あるべき状態より衰えているさま。「このナイフの切れ味は少し
─・い」
8．株価の動きが鈍く低落気味だ。「─・い相場」
図 7 　『大辞泉』における「甘い」の意味記述
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る。この作業を通して、自らが作成した意味記述の結果を検証・評価させ、さ
らに工夫を要する点や改善のアイディアなどを話し合わせたところで、この学
習活動を終了する。
5 ．アクティブ・ラーニングとしての学習活動の位置づけと評価
　5．1「能動的に考える学生」の育成
　ここまで、「語の意味記述」を題材として、グループワークの中で受講者自
身が主体的に語の意味を考え、整理・記述し、その結果を全体で共有する、と
いう学習活動の流れについて説明してきた。日常、当たり前のように使ってい
る語の意味に正面から向き合うことは、日本語学を専攻する学生にとっても新
鮮かつ難しい作業のようで、ディスカッション中、大いに悩んでいる様子がよ
く見られる。
　一連の学習活動のポイントは、自分で考える時間、グループで考える時間、
他グループの結果を聞く時間、という 3つを分け、受講者自身の意識と思考を
活性化させていく点にある。最初に受講者自身に例文を考えさせ、かつその意
味を考えさせる。ある程度アイディアが固まったところでグループワークに移
り、他の受講者とアイディアを共有させることで、自分では考え付かなかった
視点に気付いたり、自分の考えの妥当性を確認したりことができる。さらに、
ディスカッションを通して作成したグループワークの結果を、プレゼンテー
ションを通して他グループと共有することにより、さらに広い視野と理解を得
る。この一連の流れによって、受講生が自らの意見を持ちつつ、相互に刺激し
合いながら、知的な共同理解を進めていくことができる。
　このような流れは、冒頭で言及した「質的転換答申」が言うところの「相互
に刺激を与えながら知的に成長する場を創り、学生が主体的に問題を発見し解
を見いだしていく能動的学修（アクティブ・ラーニング）」にそのまま該当す
ると言ってよい。すなわち、受講生自身が主体的に考え、その結果をお互いに
議論し、話し合いによって問題の解決へと至るプロセスを重視する学習活動と
して位置づけられるわけである。そこで真の狙いとしているのは、語の意味を
説明するための論理的な思考能力、議論を通して課題を解決するための調整能
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力、自らの考えを他に照らして客観的に評価する能力などを備えた学生を育成
すること、すなわち、「能動的に考えることのできる学生」の育成である。
5．２　受講者による振り返り
　「日本語の語彙・意味 2」の授業では、受講者に学期末レポートを課している。
複数の語を提示してその意味を記述させる課題のほかに、「語の意味記述を考
えることの面白さと難しさについて、具体的な例を挙げながら、自分の考えを
述べなさい。」という論述課題を出している。ここから、受講者自身が学習活
動をどう振り返り、どう総括しているかを見て取ることができる。以下、提出
されたレポートの中から、 4人分の論述課題の一部を引用する。
⃝班員の意見を聞いた時、自分と同じ考えに「あ、私もそう思う」と賛成の声
があがって「じゃあこの語義はこういう風に書こう」「そうしたらこれも同
じなのではないか」と発展していったり、反対に「私はこう思う」と発表し
たら「その感覚は私にはないなあ」と言われて改訂を重ねたりと、多くの意
見に触れることができた点は、難しくもあったが面白いと感じた。発表の際
に、他にも同じ点に着目した班があったことを知り、私の班と同じ考え方を
していて「少なくとも、認識は間違っていなかったのだろう」と正直安心し
たのを覚えている。
⃝語の意味記述を考えることは、自分が普段使用している語について改めて考
え見直すことであり、また、他人と話し合って共有することで、自らの語感
を磨き上げることができると考える。そのような新たな知識との出会いには
面白さを感じ、同時に、考え方の異なる他人と同じ語について考えまとめる
ことの難しさを感じた。
⃝さまざまな角度から「あがる」「のぼる」についてみていくことで次々と発
見や疑問が見つかり、また、それらのピースがうまく嵌った時に、語の意味
記述の面白さ、達成感を感じた。特に、普段使用する言葉を選んでいる「な
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んとなく」という感覚をうまく言葉で表わせた時の達成感や嬉しさは何事に
も代えがたいものがあり、語の意味記述の難しさと面白さは比例するもので
あると感じた。
⃝グループワークを通じて「語の意味記述の面白さ」を発見できたと感じた。
語の意味を考えることは決して簡単なことではない。例文を探すことも、語
釈を付け加える作業も、いかにして理解してもらえるように記述するかを考
えることは難しい。しかし周りの人と協力することで負担は軽減されるし、
よりよい語釈が完成する。適切な例文を思いついたときや、時間をかけて語
釈がようやく完成した瞬間に味わえる達成感こそが、語の意味記述を考える
ことの面白さなのではないだろうか。
　これらの振り返りを見る限り、本講義で扱った「語の意味記述」という学習
活動の意図は、うまく達成されているように見える。アクティブ・ラーニング
に基づく一連の活動が、有効に機能した結果と見てよいだろう。
6 ．おわりに
　本稿では、専修大学文学部日本語学科における講義「日本語の語彙・意味」で、
筆者が実践している学習活動の展開について報告した。意味論における「語の
意味記述」に焦点を当て、学生同士のグループワークとディスカッション、意
味記述の取りまとめ、プレゼンテーションによる知識の共有など、アクティブ・
ラーニングの考え方に基づいて実践している活動内容を紹介し、その教育的な
有効性について論じた。
　大学における語彙論・意味論の教育方法については、金（2016）、茂木（2016）
が、授業の優れた実践例を紹介している。今後、さまざまな方法論によって「語
彙・意味」の教育を実践しつつ、その成果をどのように評価するかについて議
論していくことが課題であろう。
　振り返ってみると、日本語学のさまざまな研究領域のうち、特に「語の意味」
を扱う語彙論・意味論は、アクティブ・ラーニングに基づいた学習活動に適合
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しやすいように思われる。「語」という言語的単位に複数の「意味」を結びつけ、
それを体系的に整理するという作業は、簡単なようで実は難しい。「よく知っ
ている簡単な語なのに、その意味をうまく説明しきれない」という知的な発見
を動機づけとして、共同学習における対話と相互理解による思考の活性化、そ
して能動的に考える力を培う方向に導いていくことは、「日本語の語彙・意味」
に関する深い学びを通して「能動的に考えることのできる学生」を育成する上
で、極めて有効に働くと考えられる。
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